
　
日
本
の
最
北
端
に
位
置
す
る
北
海

道
稚
内
市
。〝
日
本
の
て
っ
ぺ
ん
〞宗

谷
岬
か
ら
わ
ず
か
四
十
三
㌔
先
、
国

際
フ
ェ
リ
ー
で
五
時
間
半
の
距
離
に

は
、
ロ
シ
ア
連
邦
サ
ハ
リ
ン
州
が
あ

る
。
稚
内
は
、
も
と
も
と
水
産
物
を

中
心
に
し
た
ロ
シ
ア
と
の
交
易
が
盛

ん
な
街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

近
年
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
周
辺
で
進
行

中
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
（
サ
ハ

リ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
た
め
の
建

設
資
材
や
機
器
類
の
輸
出
拠
点
と
し

て
も
話
題
に
の
ぼ
っ
て
き
て
い
る
。 

　
創
価
大
学
外
国
語
学
部
で
ロ
シ
ア

語
を
専
攻
し
た
　
野
さ
ん
が
活
躍
す

る
の
は
、
そ
ん
な
稚
内
と
主
に
サ
ハ

リ
ン
と
の
交
流
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
稚

内
日
ロ
経
済
交
流
協
会
。 

　「
協
会
は
、
サ
ハ
リ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
た
め
の
輸
出
の
手
続
き
を
手
伝

っ
た
り
、
交
流
事
業
を
行
っ
た
り
、

サ
ハ
リ
ン
と
稚
内
と
の
橋
渡
し
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
お
も
に

輸
出
機
器
の
解
説
書
や
契
約
書
の
翻

訳
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が
、
と
き
に

は
、
病
気
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
の
人
を

病
院
に
連
れ
て
い
っ
た
り
、
法
廷
通

訳
な
ど
様
々
で
す
」 

　
稚
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
　
野
さ
ん

が
、
は
じ
め
て
ロ
シ
ア
語
と
出
合
っ

た
の
は
中
学
時
代
の
こ
と
だ
。
市
内

に
ロ
シ
ア
専
門
の
店
が
で
き
、
そ
の

看
板
の
ロ
シ
ア
語
の
文
字
が
不
思
議

で
、
な
ん
と
読
む
の
だ
ろ
う
と
興
味

を
も
っ
た
。
日
本
人
は
入
れ
な
い
店

で
た
く
さ
ん
の
食
料
品
や
生
活
雑
貨

を
買
い
込
み
、
見
知
ら
ぬ
言

葉
で
話
す
ロ
シ
ア
の
人
た
ち
。

「
言
葉
を
交
わ
し
て
み
た
い
」

サ
ハ
リ
ン
は
稚
内
か
ら
一
番

近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
。 

　
ロ
シ
ア
語
を
学
び
た
い
と

思
っ
た
　
野
さ
ん
は
、
高
校

卒
業
後
、
東
京
で
朝
日
新
聞

の
奨
学
生
と
な
っ
た
。
朝
夕

刊
の
配
達
を
す
る
か
た
わ
ら

受
験
勉
強
を
し
て
、
二
年
後

に
創
価
大
学
に
入
学
。
毎
日

午
前
三
時
に
起
き
て
の
新
聞

配
達
と
ク
ラ
ブ
活
動
と
勉
学

は
、
大
学
二
年
ま
で
つ
づ
い
た
。 

　「
創
価
大
の
学
生
っ
て
、
け
っ
こ
う

苦
労
を
苦
労
と
思
わ
な
い
学
生
が
多

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
は
、

私
の
し
て
い
る
こ
と
も
特
別
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
」 

　
そ
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
交
換

留
学
生
試
験
に
合
格
。
翌
年
、
三
年

生
の
と
き
に
一
〇
か
月
間
の
留
学
を

経
験
し
た
。 

　「
留
学
中
、
な
か
な
か
ロ
シ
ア
語
の

勉
強
が
進
ま
ず
悩
ん
で
い
た
と
き
、

創
立
者
池
田
先
生
か
ら
贈
っ
て
い
た

だ
い
た
本
に
、『
学
は
宝
な
り
』
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
。
そ
の
言
葉
を

励
み
に
留
学
を
の
り
き
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
帰
国
ま
ぎ
わ
に
、
サ
ド

ー
ヴ
ニ
チ
イ
総
長
が
創
価
大
学
の
留

学
生
と
懇
談
会
を
開
い
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

す
。
昨
年
夏
に
日
本
漁
船
が
ロ
シ
ア

に
拿
捕
さ
れ
た
事
件
に
は
胸
が
痛
み

ま
し
た
。
交
通
の
便
な
ど
が
進
み
、

や
は
り
人
と
人
と
の
交
流
が
も
っ
と

盛
ん
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ロ

シ
ア
と
日
本
の
交
流
の
た
め
、
そ
し

て
地
域
の
発
展
の
た
め
、
法
律
に
関

す
る
力
も
つ
け
て
い
き
た
い
」　 

　
横
田
稚
内
市
長
は
、「
国
際
交
流

特
区
の
認
定
を
受
け
、『
日
ロ
友
好

最
先
端
都
市
わ
っ
か
な
い
』
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
そ
の
機
能
を
ま

す
ま
す
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

熱
く
語
る
。
　
野
さ
ん
の
活
躍
の
場

も
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
広
が
っ
て

い
く
に
ち
が
い
な
い
。 

 野
典
子 

さ
ん 

21世紀の創価教育 
輝ける未来へ―大学の使命 

SOKA
Education

平和・文化・教育の世紀へ  ｜創立者の軌跡｜ Soka Report

　1974年9月、創価大学の創立者である池田
大作SGI会長は元ソ連邦のコスイギン首相と
会見し、日ソ友好、アジアの安保、核禁止、食
料問題、21世紀の展望など諸問題について有
意義に語り合った。以来、作家アイトマートフ氏
やゴルバチョフ元大統領、、モスクワ大学のログ

ノフ元総長、サドーヴニチイ総長などとも平和へ
の人間交流を続けている。また創価大学では、
1975年のモスクワ大学をはじめ、極東大学、国
際大学との学術交流を締結。日ロの交換留学
生が互いに学びあい、相互理解を深め、国際
友好に尽力する人材を多く輩出している。 

日
本
の
最
北
端
、北
海
道
稚
内
で 

日
ロ
友
好
の
か
け
は
し
に 

「
国
際
交
流
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
」 

創
価
大
学
で
は
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、 

欧
米
・
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど 

世
界
44
カ
国
・
地
域
の
１
０
１
大
学
と
交
流
。 

交
換
・
推
薦
留
学
な
ど
、 

多
彩
な
留
学
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。 
稚
内
日
ロ
経
済
交
流
協
会 

あ
つ 

の 

創
価
大
学 

文
学
部
外
国
語
学
科 

ロ
シ
ア
語
専
攻
卒
業 
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学 生 の た め の 大 学  

創価大学 
7

モスクワ大学のサドーヴニチイ総
長を囲んで創価大から留学した
仲間たちと（左から3人目） 

日本最北端の地の碑 
晴れた日にはサハリン 
の家 も々見える 
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あ
つ
の
・
の
り
こ
／
昭
和

五
三
年
北
海
道
稚
内
生
ま

れ
。
平
成
九
年
稚
内
高
校

卒
業
。
平
成
十
一
年
創
価

大
学
文
学
部
外
国
語
学
科

ロ
シ
ア
語
専
攻
に
入
学
。

平
成
十
三
年
ロ
シ
ア
・
モ

ス
ク
ワ
大
学
に
留
学
。
平

成
十
五
年
創
価
大
学
卒
業
。

現
在
、
稚
内
日
ロ
経
済
交

流
協
会
に
勤
務
。 


